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２２

２
０
２
４
年
、
秋
・
冬
季
合
同
地
区
別
単
組
代
表

者
会
議
（
１１
月
10
日
・
16
日
・
17
日
）
開
催
報
告

３３

論
壇
「
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
の
新
練
習
船
、

　
　
　

    「
４
代
目
鳥
羽
丸
」
が
来
春
竣
工
予
定
」

　
　
　

   

鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
商
船
学
科
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

窪
田

祥
朗

３３

職
場
の
Ｑ
＆
Ａ
71
「
労
働
組
合
」
の
意
義

４４

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

・
和
歌
山
大
学

　

「
苦
境
の
中
で
も
組
合
活
動
の
継
承
を
」

・
愛
媛
大
学

　

「
秋
の
夜
市
！

成
功
・
盛
況
！

賑
わ
い
創
出
！
」

・
宮
崎
大
学

　

「「
声
を
届
け
、
声
を
聴
く
」
を
続
け
て
」

　

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会
は

10
月
29
日
、
財
務
省
へ
要
請
を

行
い
、運
営
費
交
付
金
の
拡
充
、

人
件
費
増
や
物
価
高
へ
の
対

応
、
授
業
料
の
無
償
化
・
奨
学

金
の
充
実
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

国
立
大
学
の
法
人
化
以
降
、

教
育
研
究
の
高
度
化
や
役
割
の

多
様
化
な
ど
に
よ
り
大
学
運
営

に
必
要
な
経
費
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
運
営
費

交
付
金
は
減
少
し
、
そ
の
中
身

も
、
共
通
指
標
に
よ
る
評
価
・

傾
斜
配
分
や
各
大
学
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
に
応
じ
た
配
分
が
増
え
て

お
り
、
基
盤
的
経
費
が
減
少
・

不
安
定
化
し
て
い
ま
す
。

　

各
大
学
で
は
基
盤
的
経
費
の

不
足
を
賄
う
た
め
に
外
部
資

金
・
競
争
的
資
金
の
獲
得
に
努

力
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら

は
時
限
・
使
途
限
定
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
長
期
的
視
点
で
の
教

育
研
究
や
大
学
運
営
に
活
用
す

る
こ
と
が
難
し
い
面
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
分
野
に
よ
る
資
金

獲
得
の
条
件
の
違
い
も
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
結
果
、
人
員
の
削
減
や

任
期
付
き
雇
用
の
増
加
、
資
金

獲
得
そ
れ
自
体
の
目
的
化
、
資

金
獲
得
の
た
め
の
申
請
書
作
成

に
お
わ
れ
て
研
究
時
間
が
減

少
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
高
い
論
文

の
減
少
、
研
究
者
を
志
す
学
生

の
減
少
と
い
っ
た
状
況
を
招
い

て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
電
力
料
金
や
研
究

資
材
の
高
騰
と
い
っ
た
物
価
高

へ
の
対
応
、
人
事
院
勧
告
の
上

昇
を
ふ
ま
え
た
人
件
費
増
へ
の

対
応
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
各
大
学
で
は
予
算
の
見

直
し
等
の
努
力
を
行
っ
て
も
な

お
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
へ
き
て
国
立
大

学
の
授
業
料
の
引
上
げ
の
動
き

が
生
じ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
主

な
要
因
は
運
営
費
交
付
金
の
減

少
に
よ
る
大
学
財
政
の
厳
し
さ

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

全
大
教
か
ら
、
こ
う
し
た
大

学
現
場
の
状
況
を
伝
え
、
運
営

費
交
付
金
の
増
額
と
基
盤
的
経

費
を
十
分
に
措
置
し
た
上
で
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
を
行
う
配
分
の

在
り
方
を
要
望
し
ま
し
た
。

     　
　
（
書
記
長　

永
井
信
）

※
要
望
書
は
全
大
教
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
☜

要
性
は
認
識
し
て
お
り
、
診
療

報
酬
等
で
可
能
な
範
囲
で
対
応

を
し
て
い
る
と
の
回
答
で
し
た
。

ま
た
人
員
不
足
に
つ
い
て
も
、

労
働
環
境
の
厳
し
さ
に
加
え
業

務
に
比
し
て
低
賃
金
で
あ
る
と

訴
え
、
ケ
ア
労
働
者
が
現
場
か

ら
離
職
す
る
、
あ
る
い
は
目
指

す
人
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を

伝
え
ま
し
た
。
賃
上
げ
・
人
員

配
置
増
を
と
の
要
請
に
対
し

て
、
保
険
局
長
か
ら
は
、
今
後

も
関
連
省
庁
と
協
議
の
上
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
の
回
答
を

得
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
待
遇

改
善
、
人
員
増
に
期
待
す
る
厚

生
労
働
省
要
請
と
な
り
ま
し

た
。

員
不
足
の
状
況
を
伝
え
る
と

と
も
に
今
後
の
医
療
・
福
祉

政
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
厚
労
省
と
し

て
も
医
療
福
祉
に
か
か
わ
る

ケ
ア
労
働
者
人
口
が
多
く
あ

る
こ
と
か
ら
も
賃
上
げ
の
必

■
厚
生
労
働
省
要
請

　

厚
生
労
働
省
（
厚
労
省
）

に
て
、
厚
生
労
働
大
臣
宛
に

保
険
局
長
へ
「
ケ
ア
労
働
者

の
賃
上
げ
や
人
員
配
置
増
を

求
め
る
要
請
書
」を
提
出
し
、

十
分
で
は
な
い
賃
上
げ
や
人

■
記
者
会
見

　

厚
生
労
働
省
要
請
の
後
、
国

の
責
任
で
す
べ
て
の
ケ
ア
労
働

者
の
待
遇
改
善
を
求
め
る
記
者

会
見
を
厚
生
労
働
記
者
会
会
見

室
に
て
行
い
ま
し
た
。
現
場
で

働
く
医
療
者
と
し
て
「
賃
金
水

準
が
低
い
状
況
で
は
離
職
が
増

え
、
新
規
就
労
者
が
減
少
す
る

こ
と
に
よ
り
、
医
療
機
関
や
介

護
施
設
な
ど
縮
小
せ
ざ
る
得
な

く
な
り
、
そ
の
結
果
、
医
療
や

介
護
体
制
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
状
況
で
あ
る
」
こ
と
を
訴

え
、
大
学
病
院
も
ご
多
分
に
漏

れ
ず
、
医
療
体
制
へ
の
影
響
に

加
え
、
教
育
、
研
究
に
も
支
障

が
生
じ
か
ね
な
い
こ
と
を
訴
え

ま
し
た
。

■
国
会
議
員
要
請

　

参
議
院
議
員
会
館
で
行
わ
れ

た
意
思
統
一
集
会
で
は
、
全
大

教
、
自
治
労
連
、
医
労
連
か
ら

報
告
が
あ
り
、
こ
の
間
の
情
勢

と
課
題
に
つ
い
て
共
有
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
多
く
の
国
会
議

員
が
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
賛

同
と
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
集
会
後
、
衆
参
す
べ
て
の

国
会
議
員
に
対
し
て
、
現
場
の

医
療
者
が
生
の
声
を
届
け
、
安

全
・
安
心
な
医
療
の
実
現
と
ケ

ア
労
働
者
の
賃
上
げ
や
人
員
配

置
増
を
要
望
し
ま
し
た
。

（
病
院
協
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
信
）

短縮URL
https://00m.in/NqTHX

　

全
大
教
、
自
治
労
連
、
医
労
連
で
組
織
す
る
医

療
三
単
産
は
、
安
全
・
安
心
な
医
療
の
実
現
と
す

べ
て
の
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
や
人
員
配
置
増
を

求
め
て
、厚
生
労
働
省
へ
の
要
請
と
記
者
会
見（
11

月
1
日
）、
国
会
議
員
へ
の
要
請
（
11
月
13
日
）
を

行
い
ま
し
た
。
ケ
ア
労
働
者
の
厳
し
い
労
働
環
境

へ
の
理
解
と
他
産
業
に
比
べ
て
低
い
賃
上
げ
状
況

の
改
善
を
訴
え
ま
し
た
。


